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２０２３年度ナツボラ＆ナツボラ・ジュニアレポート
●特　集　P.2-5

●イラストレーター　Eri
絵を描くのが好きです。障害が
ありますが絵の先生と一緒に描
いてます。動物が大好きなので、
お世話になっているヘルパーさ
んたちのペットの可愛い犬や猫
を描いて楽しんでいます。

https://www.otagaisama.or.jp/

●わたしの世田谷

世田谷には、障害者スポーツ『ハ
ンドサッカー』の仲間がたくさ
んいます。みんなで一緒に練習
して、競技を楽しんでいます！
もっともっと仲間が増えるとい
いな。

●まちの市民力　P.6

世田谷子ども食堂・まつばらキッチン
●レポート　P.7

老人給食協力会ふきのとう 「40 周年のつどい」 と

見つめ直す地域のつながり
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123名59名

14名
2名

年代別
中学生

高校生

大学生・専門学校生

その他

ナツボラに参加した動機

　ナツボラは 1985 年から始まった、中学生から 30 歳くらいまでの若者を
対象に、初めてのボランティアを応援する夏のボランティア体験プログラム
です。昨年は規模を縮小して開催しましたが、今年は例年通りの内容で開催
しました。
　受入れ団体は、高齢者や障害のある方の施設、保育園や子どもに関わる施
設など 63 団体、参加者は 198 名でした。ご協力くださった施設、団体のみ
なさま、ありがとうございました。　

年代別参加者 1人あたりの活動場所数
活動場所数　 人数
　　1 か所　168 名
　　2 か所　  28 名
　　3 か所　　2 名
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学校の課題だから
ボランティア活動に興味を持っていた
具体的に知識や技能を身につけたい
将来、社会福祉関係の仕事を希望しているから
社会の問題や課題を解決する方法を身につけたい
今までと違うボランティア活動を体験してみたい
新しい友人や仲間を作りたかった
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★良かったエピソード
・初日は障がいのある方にどのように接するのがよいのか分からず、とても緊張して身
体がガチガチになってしまったのですが、施設の職員の方がとても親切にしてくださ
り、優しくいろいろなことを教えてくださったので、不安になることはありませんで
した。施設のみなさまには本当に感謝しています。

★ナツボラを経験して自分のなかで変わったこと
・ボランティア先を決めるところから全て自主的に行ったことで、自分に自信がつい
た。また、障害を持つ人との関わり方を学ぶことができ非常に有意義な時間となった。
・自分でナツボラに登録したり、自分で施設の方と連絡を取り合うというような、学校
以外の場所で自分ひとりで物事に取り組むということを私は今まで経験したことがあ
りませんでした。しかし、今回ナツボラに参加して、自分で考えて行動することの大
切さや責任というものを実感しました。また、人のお役に立つことの喜びも感じ、少
し自分に自信がついたように思います。

★ナツボラを経験して、周囲の方に伝えたいこと
・中学生の私でも自分から行動すれば役に立つことがあるのでどんな年齢の人でも自分
から行動して探してみれば人の力になることができると思います。
・普段ボランティアをする機会は日常の中では少ないと思いますが、参加してみると新
たな自分を発見できたり、普段関わらないような人とも関わることができるため、そ
のようなボランティアの良さを伝えたいです。

参加者の声

★受け入れを通して『よかった』『印象に残った』と感じたこと
・コロナ禍の数年間、なかなか外部の方々を受け入れることができない間に、着々と年
齢も上がり、さまざまな影響で能力低下を顕著にしている利用者たち。自身のことで精
いっぱいで他者と積極的にかかわろうとする余裕が下がってきている現状を痛感しまし
た。しかし、どんな状況でもボランティアさんが来てくれることにはたくさんのメリッ
トがあります。たくさんの方に気軽に参加いただくためにも、ボランティアさんの受け
入れやかかわり方に工夫が必要だと気付きました。ありがとうございました。
・保育士という仕事に興味や関心を持っていただけたことは良かったと思います。小さ
い子に頼られてうれしかった、可愛かったという感想がたくさんあったので、「自分は
必要とされている」という高校生自身の自己肯定感にもつながったのではないかと思い
ます。

★ナツボラ全体へのご意見・ご感想
・福祉の現場を将来の目標を見据えて参考にしてもらえる機会を作れて良いと感じた。
・今までナツボラでは当施設は立地条件や障害者施設という事で、特に中学生や高校生
には敷居が高い印象を持たれてしまっている様に感じていました。今年は、障害者福祉
に関心が高い中学生のご希望もあり、とても嬉しく感じました。どの方も積極的に活動
に参加して下さり、しっかり目的の持った純粋な学生さんに出会い、こちらもまた勉強
になりました。
・全体的に皆さん、保育園に興味を思って関わってくれている姿が印象的でした。ボラ
ンティアさんが緊張している姿もある中で、職員一人ひとりもかかわり方や伝え方を考
えるきっかけになって良かったです。

受入団体の声

（原文を極力尊重しつつ、一部を抜粋して紹介します）
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受入団体一覧 （順不同、敬称略）
2.受入団体及び活動人数一覧
分野 受入団体名 分野 受入団体名

たつなみ会通所介護事業所 池尻かもめ保育園

ふきのとうデイホーム 早苗保育園

グループホーム花みず木 ぴっころ保育園

デイホーム桜丘 祖師谷保育園分園

特別養護老人ホーム　博水の郷 烏山保育園

デイホーム中町 烏山翼保育園

デイホーム千歳 砧保育園

老人給食協力会ふきのとう 烏山杉の子保育園

デイ・ホーム上用賀 遊愛保育園

デイ・ホーム深沢 さくらしんまち保育園

スペースえるぶ さくらのその保育園

岡本福祉作業ホーム 玉堤分場 鳩ぽっぽ保育園

ウッドペッカーの森 下馬鳩ぽっぽ保育園

社会福祉法人 泉会・泉の家 フロンティアキッズ上馬

世田谷区立 千歳台福祉園 芦花ゆりかご保育園

玉堤つどいの家 用賀なのはな保育園

世田谷区立 岡本福祉作業ホーム フロンティアキッズ上町

世田谷区立 下馬福祉工房 尾山台みどり保育園

東北沢つどいの家 凸凹kidsすぺいす

世田谷区立 桜上水福祉園 プレイ＆リズム希望丘

デイサービスにじのこ給田

のざわテットーひろば

給田福祉園 あおぞら縁

駒沢生活実習所

烏山福祉作業所 NPO法人 砧・多摩川あそび村

世田谷区立奥沢福祉園 フリースクール僕んち

NPO法人 えこひろば 世田谷プレーパーク

せたがや災害 ボランティアセンター 駒沢はらっぱ プレーパーク

実家なんとかし隊 羽根木プレーパーク

船橋小径の会 烏山プレーパーク

JCA千歳船橋・世田谷ボランティア協会 放課後等デイサービス　あじさい

世田谷ボランティアセンター 放課後等デイサービスにじのこ赤堤

障
害
の
あ
る
人
と
一
緒
に
楽
し
む

高
齢
者
と
と
も
に
楽
し
く
過
ご
す

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

国
際
・
環
境
・
災
害

こんにちは！誰でもスペース
発信基地ゆうじ屋
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　ナツボラ・ジュニア「小学生にもボランティア体験をしてほしい」との声
に応え、夏休み期間に小学生やその家族にボランティア活動に出会い、体験
してもらう場を設けています。体験を通じて、地域内でのおたがいさまの心
や生きる力が育まれることを目指しています。　
　今年もボランティアビューローとボランティアセンターが合同で実施しま
した。全 19 プログラムを用意し、参加者は 140 名でした！　プログラム実
施にあたりご協力いただいたみなさま、ありがとうございました！

砧ボランティアビューロー準備室

玉川ボランティアビューロー

烏山ボランティアビューロー

北沢ボランティアビューロー

世田谷ボランティアセンター

地域猫を知る

工作でボランティア

日本語を習得する
ためのお手伝い

高齢者施設で喫茶店の
お手伝い

公園のお掃除

他にもたくさんのボランティア体験

2023
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松
原
小
学
校
隣
に
あ
る
松
原
ふ
れ
あ

い
ル
ー
ム
で
活
動
す
る
『
世
田
谷
子
ど

も
食
堂
・
ま
つ
ば
ら
キ
ッ
チ
ン
』。
18

歳
以
下
の
子
ど
も
が
無
料
で
食
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
会
員
登
録
制
の
子
ど

も
食
堂
で
す
。
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

の
午
後
５
～
７
時
に
、
地
域
住
民
を
中

心
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
運

営
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
代
表
の
村む

ら

上か
み

由ゆ

美み

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

活
動
の
目
的
は
「
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
見
守
る
気
持
ち
を
大
切
に
、

地
域
に
根
差
し
た
子
ど
も
食
堂
」。
も

と
も
と
は
別
の
方
が
運
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
休
止
。

つ
な
が
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る

一
方
で
、
そ
の
方
が
高
齢
で
あ
る
こ
と

か
ら
活
動
再
開
を
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
以
前
か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
村
上

さ
ん
が
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
運
営
を

引
き
継
ぐ
形
で
新
た
に
２
０
２
２
年
に

活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
30
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が

登
録
。
６
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て

お
り
、
少
人
数
の
登
録
制
な
の
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
子
ど
も
一
人
一
人
の
様
子

を
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
と
の
こ
と
。
献

立
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
や
見
た
目
、
季
節
感
な
ど
、
子

ど
も
が
喜
び
そ
う
な
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー

を
選
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
食
材
に
関

し
て
は
社
協
か
ら
提
供
さ
れ
た
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
品
の
ほ
か
、
地
域
の
方
々
か

ら
も
多
く
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で

す
。
や
は
り
年
齢
が
大
人
よ
り
も
近
い

せ
い
か
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
的
存

在
と
し
て
子
ど
も
の
遊
び
相
手
に
な
っ

た
り
、
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
子
ど
も
が

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
場
に
も
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
元
気
の
あ
る
子
ど

も
も
い
て
、
手
を
焼
く
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、
違
う
世
代
の
人
た
ち
と
か

か
わ
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を
出
せ

る
場
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
と
受
け
止

め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

村
上
さ
ん
の
願
い
は
、
食
事
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
が
地
域
や
多
世
代
の
人

た
ち
と
心
を
通
わ
せ
あ
う
こ
と
。
今
の

悩
み
は
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
定
着

が
就
職
活
動
や
卒
業
な
ど
も
あ
っ
て
難

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

人
と
の
関
係
づ
く
り
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
子
ど
も
食
堂
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
地
域
や
多
世
代
の
人
た
ち
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
関
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

取材・市川　徹

～地域の人たちとつくる子ども食堂～
世田谷子ども食堂・まつばらキッチン

< 問い合わせ先＞
TEL: 070-3946-9795（北沢地域社会福祉協議会松原地区事務局）
e-mail: matubara.ch@gmail.com
Facebook: " 世田谷子ども食堂まつばらキッチン " で Facebook 内で検索
Instagram: "【世田谷区松原エリア】子ども食堂 " で Instagram 内で検索



来場者全員で記念撮影（撮影：近藤浩紀）
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10
月
１
日
、
老
人
給
食
協
力
会
ふ
き

の
と
う
が
「
40
周
年
の
つ
ど
い
」
を
開

催
。
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

ふ
き
の
と
う
は
、
地
域
の
主
婦
、
平ひ

ら

野の

眞ま

佐さ

子こ

さ
ん
が
母
親
の
仲
間
た
ち
と

広
場
を
守
る
た
め
の
署
名
活
動
を
始
め

た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

署
名
活
動
を
す
る
中
で
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
食
事

会
を
開
催
。
脚
が
悪
く
な
っ
て
来
ら
れ

な
く
な
っ
た
方
の
た
め
に
と
、
い
つ
の

間
に
か
配
食
へ
。
区
内
に
ど
ん
ど
ん
支

部
が
広
が
っ
て
ゆ
き
、さ
ら
に
は
、ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、男
性
料
理
教
室
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
、
つ
ぎ
つ

ぎ
と
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
て

き
ま
し
た
。「
地
域
は
ひ
と
つ
の
家
族
」

を
掲
げ
、
地
域
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
眼
差
し
か
ら
「
必
要
と
さ
れ
て
い

る
」
と
感
じ
取
っ
た
ニ
ー
ズ
が
そ
の
ま

ま
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

で
も
休
ま
ず
続
き
ま
し
た
。
代
表
の

平ひ
ら

野の

覚か
く

治じ

さ
ん
は
、「
自
立
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
仲
間

の
た
め
に
と
自
分
た
ち
で
決
め
て
や
り

切
っ
た
。
こ
う
し
た
自
立
の
精
神
が
ふ

き
の
と
う
と
い
う
団
体
の
伝
統
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
」

　

会
場
で
は
懐
か
し
い
写
真
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
み
ん
な
若
い
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
笑
い
合
う

場
面
も
あ
り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
さ
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携

わ
っ
て
き
た
５
人
の
「
ふ
き
の
と
う
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
」
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
そ
の
地
域
の
主
婦
で
あ
っ
た
皆
さ

ん
が
、
当
時
か
ら
現
在
に
か
け
て
利
用

者
さ
ん
も
一
体
と
な
っ
た
「
地
域
の
仲

間
」
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　
「
孤
立
・
孤
独
」
が
大
き
な
社
会
課

題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
日
常
の
中
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
と
い
う
生
き
る
に
欠
か
せ

な
い
営
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
を

見
守
り
、
交
流
し
て
き
た
ふ
き
の
と
う

の
存
在
は
、
大
き
な
光
を
投
げ
か
け
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

老
人
給
食
協
力
会
ふ
き
の
と
う
「
40
周
年
の
つ
ど
い
」
と

　
　
　

見
つ
め
直
す
地
域
の
つ
な
が
り

取
材
：
清
藤
千
秋



京王線沿線
小田急線沿線

世田谷線沿線
東急線沿線

個
別
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い援

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
勉
強
へ
の

気
持
ち
や
、
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
本

人
の
ペ
ー
ス
や
特
徴
を
尊
重
し
て
や
っ

て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
高
居
・
原
口

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

takai@
otagaisam

a.or.jp

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

「
発
達
障
害
や
学
習
障
害
の
傾
向
が
あ

っ
た
り
、
不
登
校
の
経
験
が
あ
り
、
学

習
の
理
解
の
面
で
苦
労
を
し
て
い
る
」

「
勉
強
に
向
き
合
う
こ
と
が
苦
手
。
学

校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
小
学
生
～
高
校
生
の

個
別
の
学
習
支
援
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
探
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
支

　
電
話
で
お
話
し
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
ど
ん
な
解
決
方

法
が
あ
り
そ
う
か
、一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１　

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と
し
て
い

る
方
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
つ
な
ぎ

す
る
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
た
り
、
ど
こ
に
連
絡
し

た
ら
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む

上記掲載記事は１０月１３日時点の情報です。
変更となる場合がありますので、詳細は問合せ先へご確認ください。 82023.11.1 No.235●SEVONE

個
別
の
学
習
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
場
所
／
世
田
谷
区
千
歳
台
の
自
宅

●
交
通
／
千
歳
烏
山
駅
か
千
歳
船
橋
駅

　
か
ら
バ
ス
で
10
分
ほ
ど

●
問
合
せ
／
烏
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
９
０
９
‐
０
３
３
３

　

karasubora@
otagaisam

a.or.jp

　
中
学
2
年
生
の
男
の
子
の
話
し
相
手

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ポ
ケ
モ
ン
が
好
き
で
、
ポ
ケ
モ

ン
の
こ
と
を
一
緒
に
話
し
た
り
遊
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

●
日
時
／
平
日
週
1
回
（
曜
日
は
要
相

　
談
）、
午
後
の
1
時
間
程
度

中
学
２
年
生
男
子
の
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
日
時
／
練
習
（
土
曜
ま
た
は
日
曜
）

　
２
～
3
時
間
＋
往
復
１
～
2
時
間
程

　

度
月
２
～
3
回
（
頻
度
は
応
相
談
）

●
場
所
／
自
宅
（
桜
丘
）
と
練
習
会
場

　
（
日
替
わ
り
）
の
往
復

●
交
通
／
千
歳
船
橋
駅
徒
歩
3
分

●
条
件
／
男
性
（
同
年
代
希
望
）、

　
交
通
費
実
費
支
給

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
原
口

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

haraguchi@
otagaisam

a.or.jp

　

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
の
20
代
男
性
が
、

外
出
に
付
き
添
っ
て
く
れ
る
男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。
病
気
の

影
響
で
体
幹
が
弱
い
で
す
が
、
手
を
と

っ
て
歩
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
安
心
し
て

外
出
が
で
き
ま
す
。
行
先
は
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
会
場
。
得
意
な

サ
ッ
カ
ー
を
活
か
し
て
、
週
末
に
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
会
場
の
行

き
帰
り
の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。
ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

難
病
20
代
男
性
の
外
出
付
き
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む
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サ
ー
ビ
ス
終
了
）
～
13
時
ご
ろ

　
（
12
時
50
分
の
バ
ス
に
乗
り
ま
す
）

●
場
所
／
語
ら
い
の
家
（
上
祖
師
谷
6

　
‐
7
‐
23
）
か
ら
駒
大
グ
ラ
ン
ド
前

　
バ
ス
停
ま
で

●
条
件
／
徒
歩
や
自
転
車
で
来
ら
れ
る

　
方
希
望

●
問
合
せ
／
烏
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
９
０
９
‐
０
３
３
３

　

karasubora@
otagaisam

a.or.jp

　
上
祖
師
谷
の
高
齢
者
施
設
に
通
う
女

性
（
歩
行
器
使
用
）
が
、
最
寄
り
の
バ

ス
停
ま
で
付
き
添
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
ま

で
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
10
分
ほ
ど
で
す
。

バ
ス
に
乗
り
こ
む
時
の
サ
ポ
ー
ト
も
お

願
い
し
た
い
で
す
。
近
く
に
お
住
ま
い

の
方
、
毎
週
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
ぜ
ひ
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。（
施

設
に
て
、
せ
た
が
や
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
ま
す
）

●
日
時
／
毎
週
水
曜
日
12
時
半
（
デ
イ

高
齢
女
性
の
歩
行
付
き
添
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
場
所
／
主
に
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー

●
交
通
／
千
歳
烏
山
駅

●
条
件
／
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
と
関

　
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
方

●
問
合
せ
／
烏
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
９
０
９
‐
０
３
３
３

　

karasubora@
otagaisam

a.or.jp

　
視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
健

康
体
操
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
活

動
の
準
備
や
片
付
け
、
近
く
の
駅
や
バ

ス
停
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ
る

方
を
探
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
月
1
回
（
第
2
月
曜
日
）

　
13
時
半
～
16
時

視
覚
障
害
者
の
健
康
体
操
を

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
（
週
１
回
、
1
回
1
時
間
で
も
可
。

　
ご
相
談
く
だ
さ
い 

）

●
場
所
／
児
童
福
祉
施
設
内
の
学
習
室

●
条
件
／
学
生
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　
加
入
（
費
用
は
事
業
所
負
担
）、
交

　
通
費
支
給

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　
tam

abora@
otagaisam

a.or.jp

　
等
々
力
に
あ
る
児
童
福
祉
施
設
で
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

に
は
主
に
宿
題
の
見
守
り
、
中
高
生
と

は
話
し
相
手
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
学
習
支
援

の
経
験
が
な
く
て
も
ま
ず
は
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
18
時
～
20
時

一
緒
に
勉
強
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

運
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
複

数
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て

い
ま
す
。ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
毎
週
火
曜
日
10
時
半
〜
17
時

●
場
所
／
自
宅
（
野
毛
２
丁
目
）
と
職
場

●
交
通
／
上
野
毛
駅
（
自
宅
最
寄
り
）

●
条
件
／
女
性
、
１
回
６
９
６
８
円

　
（
６・５
時
間
の
場
合
）
１
０
７
２
円

　
／
時
）、
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

　
別
途
支
給

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
関
節
の
炎
症
の
た
め
１
人
で
の
歩
行

が
難
し
い
女
性
教
員
が
、
通
勤
サ
ポ
ー

ト
（
車
の
運
転
お
よ
び
歩
行
時
に
荷
物

を
持
つ
）（
片
道
40
分
程
度
）
と
、
仕

事
場
お
よ
び
自
宅
で
の
Ｐ
Ｃ
作
業
（
メ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
。
Ｐ
Ｃ
は
Ｍ
ａ
ｃ
）

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
犬
の
世
話
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
と
な
し
く
眠
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
世
話
は
ほ

ぼ
不
要
で
す
が
、
見
守
り
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

　

通
勤
に
は
ご
本
人
の
車
を
使
用
し
、

道
に
慣
れ
る
ま
で
は
ご
本
人
が
片
道
を

難
病
の
方
の
通
勤
サ
ポ
ー
ト
＆
Ｐ
Ｃ
作
業
手
伝
い
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

犬
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方
募
集

有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集
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講
座
・
そ
の
他
・
募
集

　
昨
年
、
梅
丘
と
代
田
が
統
合
し
、
4

月
に
は
梅
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ

ー
か
ら
北
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ

ー
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
北
沢
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
し
て
の
初

め
て
の
バ
ザ
ー
で
す
。
こ
の
場
所
で
の

バ
ザ
ー
は
2
年
ぶ
り
。
地
域
の
み
な
さ

ま
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
品
物
を

よ
り
多
く
の
人
で
リ
ユ
ー
ス
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
11
日
（
土
）
10
時
半
～

　
15
時
半

●
場
所
／
北
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー
1
階

●
交
通
／
梅
ヶ
丘
駅
徒
歩
5
分

㊟
バ
ザ
ー
提
供
品
受
付
に
関
し
て
／

　
受
付
期
間
は
、
10
月
30
日
（
月
）
～

　
11
月
４
日
（
土
）
祝
日
は
除
く 

※
荷
受
け
可
能
な
品
物
／
衣
類
（
子
供

服
含
む
）、
着
物
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

贈
答
品
、タ
オ
ル・ハ
ン
カ
チ
（
新
品
）、

雑
貨
、
食
器
、
か
ば
ん
・
靴
（
新
品
及

び
そ
れ
に
近
い
も
の
）

※
荷
受
け
不
可
能
な
物
／
電
化
製
品
、

家
具
、
背
広
、
食
品
、
人
形
、
ぬ
い
ぐ

る
み
・
お
も
ち
ゃ

●
バ
ザ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
／

（
Ａ
）
値
付
け
な
ど
の
準
備
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
（
11
月
6
日
～
10
日
）

（
Ｂ
）
チ
ラ
シ
を
広
報
板
に
貼
る
作
業

　

(

11
月
2
日
頃
）

　
チ
ラ
シ
を
広
報
板
か
ら
剥
が
す
作
業

　
（
11
月
11
日
頃
） 

（
ｃ
）
当
日
運
営
（
11
月
11
日
）

　
片
付
け
（
11
月
13
日
午
前
）

　
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
時
間
等
詳
細

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
北
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
２
０
‐
２
５
２
０

　

kitabora@
otagaisam

a.or.jp

秋
の
北
沢
ビ
ュ
ー
ロ
ー
バ
ザ
ー
＆
バ
ザ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
5
時
間
程

●
場
所
／
桜
新
町
の
自
宅

●
交
通
／
桜
新
町
駅
徒
歩
1
分

●
条
件
／
60
～
80
代
前
半
の
男
性
、

　
１
０
０
０
円
／
時
の
支
給
あ
り
（
区

　
の
緊
急
介
護
人
制
度
を
利
用
）

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　
tam

abora@
otagaisam

a.or.jp

　
車
い
す
生
活
の
81
歳
の
男
性
（
桜
新

町
2
丁
目
在
住
）
が
、
奥
様
が
留
守
の

時
に
一
緒
に
い
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。
寡
黙
で
す
が
元
気
な
方
で

す
。
将
棋
を
一
緒
に
や
っ
て
く
だ
さ
る

と
嬉
し
い
で
す
。
ト
イ
レ
介
助
（
ズ
ボ

ン
の
上
げ
下
げ
の
み
）
お
願
い
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
男
性
の
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
月
に
1
回
程
度　
2
時
間
～

80
代
男
性
の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
防
災
士
会
の

防
災
講
座
、
12
月
の
テ
ー
マ
は
障
害
者

に
必
要
な
災
害
時
の
配
慮
に
つ
い
て
で

す
。
講
師
は
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
元
職
員
の
医

学
博
士
・
北き
た
む
ら
や
よ
い

村
弥
生
さ
ん(

防
災
士)

。 

ご
予
約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
直
接
会
場
ま
で

お
越
し
下
さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

で
も
参
加
可
能
で
す
。Zoom

で
の
希

望
の
方
は
事
前
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
3
日
（
日
）
13
時
30
分

　
～
15
時
30
分

●
場
所
／
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル　
２
階

　
第
一
会
議
室

　
（
世
田
谷
区
北
沢
2
‐
８
‐
18
）

●
交
通
／
下
北
沢
駅
徒
歩
５
分

●
条
件
／Zoom

参
加
希
望
者
は

　
こ
ち
ら
か
ら　

https://x.gd/90Rhe 

●
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
防

　
災
士
会　
担
当　
高
橋　

　

https://seta-bou.org/

防
災
講
座

『災
害
時
に
必
要
な
障
害
者
へ
の
配
慮
』
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Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ

　
「
趣
味
や
技
術
、
経
験
を
生
か
し
た

い
」「
地
域
で
活
動
し
た
い
」
と
い
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
の
経

験
や
意
欲
な
ど
と
、
サ
ポ
ー
ト
を
求
め

る
方
や
団
体
な
ど
を
、
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

イ
ト
（
世
田
谷
版
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
「
ジ
ー
バ

ー
」）
で
結
び
付
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
12
月
末
ま
で
大
規
模
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
会
議
室
・
印
刷

室
な
ど
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
利
用
再
開
は
２
０
２
４
年
1
月
5

日
（
金
）
の
予
定
で
す
。
会
議
室
利
用

予
約
は
11
月
1
日
（
水
）
か
ら
受
付
開

始
し
ま
す
。
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
窓
口

受
付
対
応
に
つ
い
て
は
以
下
の
時
間
帯

で
対
応
い
た
し
ま
す
。

火
〜
金　
9
時
～
21
時

土
・
日　
9
時
〜
17
時

※
事
前
連
絡
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
物
品
の
貸
し
出
し

　
車
い
す
、
白
杖
の
2
点
で
す
。
そ
の

他
物
品
の
貸
し
出
し
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
の
お
知
ら
せ

　
２
０
２
３
年
度
４
回
目
と
な
る
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座 
基
礎
編
」
を
日
本
女
子
体

育
大
学
に
て
開
催
し
ま
す
！　
内
容
は

講
義
・
模
擬
訓
練
、
世
田
谷
区
の
災
害

対
策
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内

容
（
世
田
谷
方
式
）
等
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
2
日
（
土
）
13
時
30
分

　
～
16
時
30
分
※
13
時
よ
り
受
付
開
始

●
会
場
／
日
本
女
子
体
育
大
学　
本
館

　
Ｅ
１
０
１

　
（
世
田
谷
区
北
烏
山
８
‐
19
‐
1
）

●
交
通
／
千
歳
烏
山
駅
か
ら
バ
ス
「
日

　
本
女
子
体
育
大
学
前
」
下
車
す
ぐ

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
／
12
月
1
日
（
金
）
正
午
ま
で

　
に
、
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
内
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

　
ま
た
は
メ
ー
ル
か
電
話
に
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

saigai-info@
otagaisam

a.or.jp

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
基
礎
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠
日
本
女
子
体
育
大
学

　
こ
れ
ま
で
29
年
に
わ
た
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
の
分
か
ち
合
い
の
場
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。「
自
分
だ
け
で
は
な

か
っ
た
ん
だ
」
と
知
る
だ
け
で
心
が
軽

く
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
4
日
（
土
）
14
時
～

●
場
所
／
人
の
泉
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

　
ス"Be!"

（
赤
堤
1
‐
15
‐
13
）

　
ま
た
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

●
交
通
／
豪
徳
寺
駅
徒
歩
8
分

●
条
件
／
事
前
申
し
込
み
制

●
問
合
せ
／
世
田
谷
こ
ど
も
い
の
ち
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
３
分
科
会
「
も
っ

　
と
語
ろ
う
不
登
校
」
担
当　
佐
藤　

　
０
９
０
‐
９
２
４
８
‐
１
３
５
５

　

fsbttoru@
yahoo.co.jp　

も
っ
と
語
ろ
う
不
登
校　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ 
２
８
３
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世田谷ボランティア協会の活動●支援拠点

■今年のナツボラは、ほぼ例年通りの形で開催
し、たくさんの参加があり、とても嬉しかった
です。私は、オリエンテーションの担当をし、
ボランティアとは何か、またボランティアする
上での心構えなどを伝えました。参加者からの
体験レポートは、「参加してよかった。ボランテ
ィアを通じて新しい発見ができた」、「人の役に
立てて自信がついた」など、また、受入団体か
らも参加してよかったとのお声を頂けて、来年
度の開催に向けて励みになりました。（近藤）

編　

集　

後　

記

◆センター＆ビューローより
11 月 11 日（土）に、北沢ボランティアビューローでバザーを開催します。12 月 2 日（土）に、「災害ボランティアコー
ディネーター養成講座 基礎編」を日本女子体育大学にて開催します。詳しくは P.10-11 をご覧ください。

■ケア相談センター結（ゆい）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （5433）2830 FAX （6383）2156

●「市民が主役」のボランティア活動の拠点●

●いのちを大切にするところ「ふらっと」＆「with」です●

●でんわだから、はなせるネ！ 18さいまでのこどもせんようでんわ●

●くらしを紡ぎ、わかちあう「結」と「連」●

■世田谷ボランティアセンター	  〒154－0002	 下馬2－20－14	 TEL （5712）5101	 FAX （3410）3811

■ケアセンター「ふらっと」    〒154－0002 下馬2－20－14    　 　TEL （5712）5105 FAX （3410）3813

■せたがやチャイルドライン	 こどもせんようでんわ　TEL （3412）4747　0120-99-7777（フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　　＊事務局は世田谷ボランティアセンターにあります

■北沢ボランティアビューロー	  〒154－0022	 梅丘1－8－9	 TEL （3420）2520	 FAX （3706）2854
■玉川ボランティアビューロー	  〒158－0094	 玉川2－1－15	 TEL （3707）3528	 FAX （3708）3058

■ケアセンター「ｗｉｔｈ」    〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 1Ｆ TEL （6805）4715 FAX （6805）4718

■ケアステーション連（れん）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （6805）4716 FAX （6805）4718

◆ふらっと＆ with より
ふらっとにも秋から冬に向かって「そなえ」です。カゼに負けないよう…陽をあびて今日も散歩に出かけ
ます。是非、ご一緒に。

◆チャイルドラインより
11 月 11 日 ( 土 )、12 日 ( 日 ) に、下北沢駅前広場にて開催される「シモキタ三ツ星バザール 2023」に出店
します！活動紹介の他、八女の物産品やボランティアさんの手作り品を販売します。ぜひお越しください。

◆結 ・連より
介助を必要としている人がいます！　世田谷を走り回っています。ヘルパー募集継続中です！

●障害にともなう「困った！」を話せるところ●

■地域障害者相談支援センター ぽーとせたがや  〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋  2Ｆ TEL （6804）0405 

横山　康博

https://www.otagaisama.or.jp/

■砧ボランティアビューロー準備室 〒157－0066	 成城6－3－10	 TEL （6411）4007	 FAX （6411）5888 

■スペース ココカラ。（ぽーとせたがや・パートナーセンター）   〒154－0002 太子堂４－26－9 　　　　　TEL （6804）0405 

■烏山ボランティアビューロー 〒157－0065 上祖師谷1－11－14　TEL （6909）0333	FAX （6909）0355 

●日ごろの備えが災害時の力になる●

■せたがや災害ボランティアセンター 〒154－0002	 下馬2－20－14	 TEL （5712）5101	 FAX （3410）3811


